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令和７年第２回定例会提出議案

令和７年第２回定例会が６月３日から６月17日までの15日間で開催され、
議案８件、承認３件を慎重に審議しました。

番　号 件　　名 議決結果
議案
第56号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第57号 財産の貸付けについて 原案可決

（全会一致）
議案
第59号 市道路線の認定について 原案可決

（全会一致）
議案
第60号

かすみがうら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第61号 令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

（全会一致）
議案
第62号 消防団ポンプ自動車の取得について 原案可決

（全会一致）
議案
第63号 かすみがうら市教育委員会委員の任命について 同　　意

（全会一致）
承認
第１号

専決処分事項の承認を求めることについて（かすみがうら市行政組織条例の一部を改
正する条例の一部を改正する条例）

承　　認
（全会一致）

承認
第２号

専決処分事項の承認を求めることについて（かすみがうら市税条例の一部を改正する
条例）

承　　認
（全会一致）

【選挙案件】

選挙
第４号

かすみがうら市選挙管理委員会委員及び
同補充員の選挙

当
　
選

【選挙管理委員】
福　田　與兵衞
畑　山　尚　弘
髙　野　文　江
冨　田　惠　子

【選挙管理委員補充員】
久保田　裕　文
貝　塚　久美子
齋　藤　正　通
久保田　淳　子

令和７年第２回定例会議案等議決結果一覧

賛否が分かれた議案等

番　号

井
出 

有
史

塚
本 

直
樹

鈴
木 

更
司

石
澤 

正
広

服
部 

栄
一

鈴
木 

貞
行

櫻
井 

健
一

久
松 

公
生

小
倉
　 

　
博

櫻
井 

繁
行

設
楽 

健
夫

来
栖 

丈
治

岡
﨑
　 

　
勉

小
座
野 

定
信

佐
藤 

文
雄

矢
口 

龍
人

議決結果

議案
第58号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

（賛成多数）
承認
第３号

専決処分事項の承認を求めることに
ついて（かすみがうら市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 承　　認
（賛成多数）

氏　名　　　

　　　件　名

賛成は○、反対は◆、欠席は欠、不在は／、除斥は除、表決権を行使しない場合は棄で記載
　※�来栖議員は議長職のため、原則として表決に加わりませんので「－」と記載しています。ただし、賛否が同数となった場合は、議長も
表決に加わります。

自治功労により表彰
　この度、小座野定信議員が２年にわたり議長として地方自治発展と市政の振興に貢献された功績により、
茨城県市議会議長会から感謝状が贈られました。
　また、３名の議員が10年にわたり議員として市政の振興に貢献された功績により、全国市議会議長会から
表彰状が贈られました。

●茨城県市議会議長会●
議長職２年

小座野　定信

●全国市議会議長会●
議員在職10年
来栖　丈治
設楽　健夫
櫻井　繁行

設
楽 　
健
夫

来
栖 　
丈
治

小
座
野 

定
信

櫻
井 　
繁
行

▶
右
か
ら

◀︎議案の内容等
　詳細はこちら
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令和７年第２回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（６月４日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

【議案の概要】
歳入歳出予算の総額に、それぞれ３億7783万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞ
れ187億225万９千円とするものです。

地域農業を支えるため、ＪＡ水郷つくばの所有する既存の梨の選果施設を再編集約・合理
化して整備を行う事業への補助金である、園芸振興に要する経費１億9509万８千円ですが、
国及び県から同額の歳入があるものです。また、定額減税の不足額給付に係るシステム改
修や関係通知代、管理業務の委託、補足調整給付金（不足額給付金）の合計を計上した、
定額減税・調整給付に要する経費１億6647万１千円ですが、こちらも物価高騰対応重点支
援地方創生臨時交付金として同額の国庫補助金があるものです。

生成ＡＩパイロット校事業委託金で263万１千円の歳入だが、生成ＡＩを活用することで、
子どもたちの教育環境についてどういったところを目指していくのか。

ふるさと納税返礼品開発支援補助金300万円の支出について、支援依頼の件数は。また、
費用対効果についてはどう考えているのか。

小・中９年間を通じまして情報活用能力を段階的に、系統的に育成していくという目標を
立てております。子どもたちにまずは基本的な情報機器の利用の操作方法や、情報を正し
く活用する情報リテラシー、ＩＣＴリテラシーも育成していこうと考えております。全国
的には事例は出てきていますが、色々な教育現場の活用方法をモデル的に実践して、実例
を出していくということで、校務の負担軽減や、子どもたちも、自分たちで調査研究をす
る上の取りまとめ等を生成ＡＩに投げかけ、たたき台をつくってまとめていくといったノ
ウハウを蓄積、育成していくというふうに考えております。

現在９件ほど相談をいただいております。この制度につきましては、返礼品の商品開発、パッ
ケージの作成といった費用に対して、消耗品や委託料、原材料等で補助率４分の３で実施
しております。開発ができまして商品化となり、ふるさと納税にラインナップはされるの
ですが、すぐに効果が表れるとは思いませんが、商品数を多くしまして、納税額の増加に
つなげていきたいと考えておりますので、推進していきたいと思っております。

歳出における主なものは何か。また、財源の補助はあるのか。

議案第56号　�令和７年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

議案審査特別委員会議案質疑
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査
等

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
７
年
５
月
21
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
６
月
12
日
の
審
査
内
容
等

令
和
７
年
７
月
７
日
〜
８
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
６
月
３
日
の
審
査
内
容

令
和
７
年
６
月
26
日
〜
27
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
７
年
５
月
20
日
開
催
の
調
査
内
容

●
旧
牛
渡
小
学
校
の
追
加
貸
付
に
つ
い
て（
敷
地
内
施
設
全
域
）

●
産
業
用
地
整
備
に
向
け
た
適
地
選
定
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

（
向
原
西
地
区
・
天
神
東
地
区
）

●
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
及
び
千
代
田
神
立
ラ
イ
ン
に

係
る
意
見
公
募
の
結
果
に
つ
い
て

●
（
仮
称
）
国
道
３
５
４
号
（
か
す
み
が
う
ら
市
・
行
方
市
・

鉾
田
市
）
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立
に
つ
い
て

●
逆
西
排
水
区
・
下
原
排
水
区
の
雨
水
排
水
対
策
調
査
及
び

現
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
消
防
庁
舎
等
の
整
備
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
救
助
隊
救
助
訓
練
観
閲
に
つ
い
て

●
ま
る
っ
と
農
地
中
間
管
理
方
式
に
つ
い
て【
京
都
府
亀
岡
市
】

●
ホ
ス
テ
ル
イ
ン
の
運
営
実
態
に
つ
い
て
【
京
都
府
京
都
市
】

●
第
２
常
陸
野
公
園
活
用
事
業 

に
係
る
公
有
財
産
賃
貸
借 

契
約
の
解
除
に
つ
い
て

●
石
岡
地
方
斎
場
組
合
と
湖
北 

環
境
衛
生
組
合
の
統
合
に
つ
い
て

●
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
に
つ
い
て

●
市
立
保
育
所
運
営
計
画
の 

進
捗
に
つ
い
て

農
地
の
集
積・集
約
化 

の
先
進
事
例
を
視
察

し
、
持
続
可
能
な

農
業
の
た
め
の
手
段

を
調
査
し
ま
し
た
。

本
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
民
間 

活
用
形
態「
ホ
ス
テ
ル 

イ
ン
」
と
同
種
の 

施
設
を
視
察
し
、運
営 

の
手
法
を
調
査 

し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
へ
の
不
登
校

対
策
等
に
お
け
る
先
進

事
例
を
視
察
し
、
自
立

支
援
体
制
強
化
へ
の 

参
考
と
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
に
よ
る

訓
練
へ
の
支
援
の
先
進

事
例
を
視
察
し
、
防
災

意
識
向
上
の
た
め
の 

あ
り
方
を
調
査
し
ま
し
た
。

●
議
案
第
58
号
に
係
る
発
言
の
訂
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
58
号　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
の
再
審
査

●
自
主
防
災
訓
練
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
【
愛
知
県
豊
田
市
】

●
パ
ル
ク
は
あ
と
ラ
ウ
ン
ジ
に
よ
る
自
立
支
援
の
取
組
に
つ
い
て

【
愛
知
県
豊
田
市
】

●
議
案
第
58
号　

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
市
道
８
―
２
９
３
８
号
線

　

  

稲
吉
東
地
内
）

●
議
案
第
59
号　

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
（
市
道
８
―
２
９
３
９
号
線

　

  

下
稲
吉
地
内
）

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲市道認定箇所の現地調査
　（稲吉東地内）

Point!

▲馬路生涯学習センター
　での視察の様子

▲豊田市議会議場にて

▲ホステルイン
　京都祇園にて

▲豊田市生涯学習センター
　「パルクとよた」にて

視
察
研
修

視
察
研
修議

案
第
58
号
再
審
査
の
経
過
・
結
果

議
案
第
58
号
で
審
議
し
た
市
道
８
―
２
９
３
９
号
線
は
、

６
月
３
日
の
審
査
で
は
、
開
発
行
為
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
、
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
ま
ま
市
に
帰

属
し
、
修
繕
費
用
を
負
担
す
る
の
は
不
適
切
で
は
な
い
か
等

の
意
見
が
あ
り
、
賛
成
者
な
し
で
可
決
し
な
い
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
執
行
部
よ
り
道
路
用
地
と
し
て
市
に
帰
属
す
る

旨
の
説
明
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
６
月
12
日
に
訂
正

が
あ
り
、
再
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
日
の
再
審
査
の
結
果
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
た
開
発

で
あ
り
、既
に
市
に
帰
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、現
に
ア
パ
ー

ト
や
住
宅
の
進
入
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
用
地
と
し
て

市
が
管
理
す
べ
き
も
の
と
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

再
審
査
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
本
誌
８
ペ
ー
ジ
の
豆
辞

典
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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災
害
や
緊
急
時
な
ど
で
、
住
民
へ
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
非
常
に
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
防
災
無
線
業
務
で
す
が
、
火
災
現
場
等
で
放
送
再
開

の
要
望
を
数
多
く
耳
に
し
ま
す
。
放
送
再
開
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
再
開
が
可
能
か
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
火
災
発
生
に
関
す
る
現
在
の
運
用
は
試
行
的
な
も
の
で
す
が
、

消
防
本
部
に
は
、
放
送
再
開
を
求
め
る
よ
う
な
ご
要
望
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
ご
近
所
に
消
防
車
や
救
急
車
が
集
ま
っ
た
場
合
な
ど
、
情
報
を
必

要
と
す
る
方
も
い
ま
す
の
で
、
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
や
市
消
防
本

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
火
災
や
事
故
の
発
生
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
、
人
員
を
火
災
等
の
災
害
対
応
に
充
て
る
こ
と
を
優
先
し
て

い
る
実
情
が
あ
り
、
今
後
の
運
用
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も
に
、

当
面
は
災
害
情
報
等
を
知
る
方
法
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
組
織
力
の
向
上
を
目
指
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
で
取
り
組
む
具
体
的
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
施
設
と
水
利
が
ハ
ー
ド
、
人
員
が
ソ
フ
ト
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
施
設
の
う
ち
、
消
防
本
部
や
消
防
署
の
建
物
や
主
な
附
帯
設

備
は
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
多
様
化
す
る
災
害
や
増
大
す
る
消
防
需
要
、
職

員
の
働
き
方
改
革
な
ど
に
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
消
防
庁
舎
等
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、設
計
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
の
取
組
は
、

良
好
な
職
場
環
境
や
職
員
の
健
康
維
持
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
職
員
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
各
所
属
の
管
理

職
自
身
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
職

員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
意
思
疎
通
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

鈴木　更司 議員

佐藤　文雄 議員
　
こ
れ
ま
で
、
学
校
給
食
無
償
化
や
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
に
つ

い
て
、
議
会
で
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
に
対

す
る
、
市
長
の
基
本
的
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
令
和
５
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
で
は
「
小
中
学
校
の
学
校
給

食
無
償
化
、
地
場
産
・
有
機
食
材
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
が
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
加
齢
性
難
聴
者
の
補
助
器
購
入
助
成
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
非
常
に
重

い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
不
登
校
は
、
小
中
学
校
で
34
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
不
登
校

の
問
題
の
解
決
に
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
長　
本
市
の
小
中
義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、
令
和
７
年
３
月
末
現
在
で
、
小
学
校
が
28
名
、
中
学
校
が
71
名
で
、

合
計
99
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
本
人
の
成
長
に
と
っ
て
何
が
大
切
な

の
か
を
見
極
め
な
が
ら
、
保
護
者
と
連
携
を
図
り
、
対
応
に
係
る
取
組
を
継

続
的
に
実
施
し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
復
帰
支
援
、
不
登
校
の
未
然
防
止

と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
学
校
給
食
費
無
償
化
や
補
聴
器
購
入
助
成
に
係
る
請
願
採
択
に

対
す
る
市
長
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
減
額
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

不
登
校
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

１

消
防
組
織
力
の
向
上
を
目
指
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
に
つ
い
て

火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

１２ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３５

一  般  質  問

４

取
り
や
め
て
い
る
火
災
発
生
時
の
防
災
無
線

放
送
に
つ
い
て
伺
う

学
校
給
食
無
償
化
や
補
聴
器
購
入
助
成
に
係
る
請
願

採
択
に
対
す
る
市
長
の
基
本
的
認
識
に
つ
い
て
伺
う

当
面
は
現
状
の
運
用
を
継
続
し
ま
す

採
択
さ
れ
た
請
願
は
非
常
に
重
い
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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一  般  質  問

　
か
す
み
が
う
ら
市
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

　
産
業
経
済
部
長　
令
和
６
年
度
農
家
戸
数
は
１
３
５
７
戸
、
作
付
面
積

は
１
１
２
２
㌶
で
、
５
年
間
で
２
２
７
戸
、
77
㌶
減
で
す
。
作
付
面
積
２
㌶

未
満
の
農
家
が
１
２
５
０
戸
で
、全
体
の
92
％
で
す
。
認
定
農
業
者
は
76
戸
、

耕
作
面
積
が
５
３
９
．４
㌶
で
、
平
均
年
齢
は
６
４
．９
歳
と
、
高
齢
化
が
顕

著
で
す
。
担
い
手
育
成
に
、
安
定
収
益
・
耕
作
地
の
大
規
模
・
集
約
化
が
求

め
ら
れ
、
効
率
化
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活
用
等
ス
マ
ー
ト
農
業
の

導
入
、
多
収
量
品
種
の
導
入
が
有
効
で
す
。
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
を
進

め
、耕
作
面
積
拡
大
を
図
り
ま
す
。
10
年
後
耕
作
意
向
の
農
地
面
積
合
計
は
、

４
６
３
㌶
で
す
。
農
地
の
集
約
化
、
大
規
模
化
の
推
進
に
は
、
農
作
業
効
率

化
に
よ
る
農
業
機
械
の
大
型
化
、
農
道
の
幅
員
確
保
が
必
要
と
な
り
、
再
整

備
に
当
た
り
土
地
改
良
区
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
土
地
改
良
区
連
絡
協
議
会
が
担
う
出
島
用
水
は
、
旧
出
島

土
地
改
良
区
の
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
一
の
瀬
川
や
菱
木
川
流
域
の
稲
作
栽
培
に

重
要
な
経
営
水
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
役
員
や
支
館
役
員
へ
名
称
を
改
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
の

委
嘱
状
は
ど
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
教
育
部
長　
社
会
教
育
法
で
、
公
民
館
は
「
市
町
村
が
設
置
す
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
嘱
状
は
支
館
の
役
員
に
交
付
さ
れ
、
公
民
館
の
役
員
に

は
未
交
付
と
、
齟
齬
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
委
嘱
状
交
付
を
進
め
ま
す
。

　
撤
回
さ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
連
予
算
及
び
学
芸
員
が
１
名
減

の
２
名
と
な
っ
た
異
動
後
の
歴
史
博
物
館
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
部
長　
本
館
事
務
室
は
、
展
示
の
拡
充
の
た
め
使
用
し
ま
す
。
学

芸
員
は
、
水
戸
市
に
次
ぐ
業
務
量
と
な
る
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
も
担
う
学
芸

員
の
資
格
所
有
者
が
対
応
し
て
お
り
、
学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
職
員
の
育

成
が
必
要
で
す
。
近
隣
の
学
芸
員
の
配
置
状
況
は
石
岡
市
が
５
名
、
土
浦
市

が
13
名
で
す
。
今
年
度
は
、
土
浦
市
と
行
方
市
が
帆
引
き
船
無
形
民
俗
文
化

財
県
指
定
の
年
度
内
の
指
定
を
目
指
し
手
続
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
８

年
度
に
は
、
茨
城
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
申
請
に
向
け
、
３
市
連
携
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

議員

　
か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
理
念
と
基
本
方
針
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
基
本
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
、
基
本
理
念
と
国
の

指
針
、
計
画
な
ど
を
踏
ま
え
、
３
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

基
本
方
針
１
、
こ
ど
も
・
若
者
が
希
望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
環
境
を
創
り

ま
す
。
基
本
方
針
２
、
こ
ど
も
・
若
者
の
育
ち
の
場
と
な
る
家
庭
や
地
域
を

支
え
ま
す
。
基
本
方
針
３
、こ
ど
も
・
若
者
の
成
長
と
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
妊
娠
か
ら
出
産
期
、
未
就
学
期
、
就
学
期
の
小
学

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
最
後
に
青
年
期
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
の
伴
走
型
子
育
て
支
援
に
よ
り
、
子
育
て
の
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
、
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
保
護
者
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
火
災
に
つ
い
て
、
本
市
の
回
収
方
法
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
出
す
側

の
意
識
の
醸
成
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
本
市
の
電
池
回
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
分
別
回
収
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
回
収
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
積
所
に
よ
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
と
市
内
公
共
施
設
で
の
拠
点
回
収
を
併
用

し
、
住
民
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
こ
と
で
火
災
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
質
問

の
と
お
り
危
険
性
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
分
別

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
改
め
て

拠
点
回
収
場
所
な
ど
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

ＱＱＡ Ａ
か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
環
境
基
本
計
画
の
基
本
目
標
に
つ
い
て

１

か
す
み
が
う
ら
市
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
公
民
館
の
位
置
と
活
動
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

撤
回
さ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
連
予
算
及
び
学
芸
員 

異
動
後
の
歴
史
博
物
館
の
運
営
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

３ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

石澤　正広 議員２

１ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２ 設楽　健夫

本
市
の
水
田
稲
作
政
策
の
現
状
と
課
題
を

伺
う

か
す
み
が
う
ら
市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
伺
う

農
家
の
耕
作
面
積
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
伴
走
型
子
育
て
支
援

に
よ
り
保
護
者
へ
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
２
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
３
ブ

ロ
ッ
ク
程
度
に
分
け
て
工
事
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
部
屋
に
よ
っ
て

工
期
に
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
分
割
し
て
行
う
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、
臨
時
図
書
館
と
し
て
使
用
予
定
の

会
議
室
１
と
２
を
含
む
建
屋
東
側
半
分
の
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
ホ
ー
ル
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
集
会
室
な
ど
を
含
む
東
側
残
り
半
分
の
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
着
工
し
、
続
い
て
、
現
図
書
館
を
含
む
西
側
半
分
の
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
順
序
で
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
工
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
ブ

ロ
ッ
ク
は
４
か
月
程
度
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
か
月
程
度
、
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

は
５
か
月
程
度
を
要
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
全
体
で
約
12
か
月
間
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
図
書
館
の
休
館
期
間
は
ど
の
く
ら
い
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
工
事
完
了
後
、
書
棚
を
設
置
し
、
一
部

の
図
書
を
移
動
す
る
な
ど
の
作
業
を
行
う
た
め
、
約
１
か
月
の
休
館
を
経
て

臨
時
図
書
館
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　
芝
生
広
場
に
あ
り
ま
す
屋
外
ト
イ
レ
で
す
が
、
今
回
霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
中
が
改
修
工
事
に
入
り
ま
す
の
で
、
室
内
の
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
、
早
急
に
屋
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長　
昨
年
隣
接
す
る
休
憩
棟
の
う
ち
の
ト
イ
レ
に
電
源
コ
ン
セ

ン
ト
を
設
置
し
て
お
り
、
一
部
を
近
々
洋
式
の
暖
房

便
座
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

塚本　直樹 議員

櫻井　繁行 議員
　
令
和
７
年
度
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組
、
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い
を

い
た
し
ま
す
。

　
教
育
長　
本
年
度
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年

度
に
活
動
し
て
い
る
６
団
体
に
加
え
、
令
和
７
年
度
に
は
新
た
に
８
団
体
が

加
わ
り
、
14
団
体
に
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
に
参
加
し
て
い
る
７
、
８
、
９
年
生
の
生
徒
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
５
月
１
日
現
在
で
、
７
年
生
が
68
名
、
８
年
生
が
74
名
、
９
年
生
が
98
名

の
合
わ
せ
て
２
４
０
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、令
和
７
年
度
に
参
加
し
て
い
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、

運
動
部
の
み
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
に
向
け
ま
し

て
は
、
運
動
部
の
加
入
促
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
文
化
芸
術
部
に
つ
き
ま

し
て
も
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に
参
加
を
進
め
る
べ
く
積
極
的
に
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
庁
舎
間
の
連
携
を
含
む
本
市
の
Ｄ
Ｘ
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
を
い

た
し
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
ま
ず
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
で
す

が
、
行
政
側
と
い
た
し
ま
し
て
は
業
務
の
効
率
化
、
迅
速
化
、
正
確
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
、
住
民
の
皆
様
の
側
と
し
て
は
利
便
性
、
満
足
度
の
向
上
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
国
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
う
ち
、
重
点
取
組
事
項

と
し
て
７
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
達
成
、
非
達
成
を

積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
と
、
全
７
項
目
全
て
に
お
い
て
達
成
し
て
い
る
状
況

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、７
項
目
全
て
達
成
し
た
と
申
し
ま
し
て
も
、

技
術
の
発
展
や
新
し
い
仕
組
み
の
開
発
、
そ
れ
か
ら
国
の
施
策
の
方
向
性
な

ど
、
そ
も
そ
も
年
々
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
ま

し
て
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
第
一
に
考
慮
し
て
、
市
役
所
の

業
務
の
効
率
化
の
向
上
と
併
せ
ま
し
て
、
よ
り

一
層
自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組
状
況
に
つ
い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
組
に
つ
い
て

１

霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
旧
あ
じ
さ
い
館
）
の

大
規
模
改
修
に
つ
い
て

多
目
的
運
動
広
場
の
照
明
に
つ
い
て

下
水
道
の
現
状
と
将
来
の
展
望
に
つ
い
て

１３ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

▲霞ヶ浦コミュニティセンター

２

霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
旧�

あ
じ
さ
い
館
）
の
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
伺
う

令
和
７
年
度
の
地
域
移
行
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
う

工
事
期
間
は
12
か
月
（
約
１
年
）
で
す

本
年
度
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
新
た
に
８
団
体

が
加
わ
り
、
14
団
体
に
て
実
施
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ



編集
後記

●
７
月
●

　

７
日
～
８
日

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

　

９
日　

令
和
７
年
第
１
回
湖
北
環
境
衛
生
組
合

　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会

　

25
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

28
日　

令
和
７
年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

●
５
月
●　
　

　

１
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

20
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

21
日　

総
務
経
済
委
員
会

　

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
６
月
●

　

３
日
～
17
日

　
　
　
　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会

　

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

４
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

12
日　

総
務
経
済
委
員
会

　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日
～
27
日

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修

残
暑
の
厳
し
い
８
月
末
、
夕
暮
れ
時
に
吹
く
涼

風
が
心
地
よ
い
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
市
内
各
地
で
は
夏
祭
り
の
余
韻
が
残
り
、

半
纏
姿
で
祭
礼
を
楽
し
む
人
々
の
笑
顔
が
夏
の
彩

り
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
方
で
連
日
の
猛
暑
は

体
力
を
奪
い
、
熱
中
症
の
備
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、
市
役
所
庁
舎
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
で
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
涼
み
処
）
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

体
調
に
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
昨
今
の

異
常
気
象
に
備
え
、
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
よ
り
一
層
の
安
心
安
全
な

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
副
委
員
長　
井
出　
有
史

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

　
千
代
田
庁
舎
の
３
階
に
は
、か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
場
が
あ
り
ま
す
。議
場
で
は
、

本
会
議
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、令
和
６
年
に
は
初
の「
高
校
生
議
会
」も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
、
議
場
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
議
の
あ
る
当
日

の
午
前
９
時
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
、
会
議
録

な
ど
、
市
議
会
の
情
報
を
多
数
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲令和 6年高校生議会の様子

令和７年第２回
定例会の議場
での傍聴者数は、
延べ４５名、また、
インターネット
L I V E中継への
アクセス数は、
延べ５５８回
でした。

◀︎市議会
　ホームページ
　トップページへ

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

ご意見をお寄せ下さい

（5月1日〜7月30日まで）

電話　0299（59）2111（代表）内線1303　 0299（56）2332（直通）　 FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

豆辞典 再  審  査再  審  査 とはとは？？
　
議
会
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
等
に
つ

い
て
、
委
員
会
は
同
一
会
期
中
は
一
度
議
決
等

の
決
定
を
し
た
後
に
再
び
審
査
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん（
一
事
不
再
議
の
原
則
）。し
か
し
、

そ
の
議
決
が
ま
だ
本
会
議
の
議
題
と
な
る
前
、

誤
り
や
不
足
を
発
見
し
、
修
正
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
、
そ
の
決
定
を
取
り
消
し
、

委
員
会
に
よ
っ
て
自
主
的
に
審
査
を
や
り
直
す

こ
と
を
、
委
員
会
の
「
再
審
査
」
と
い
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
総
務
経

済
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
58
号
の
今
回

の
取
扱
い
が
、
こ
の
「
再
審
査
」
の
運
用
に
当

た
り
ま
す
。

　
総
務
経
済
委
員
会
に
お
け
る
再
審
査
の
経

過
・
結
果
に
つ
い
て
は
本
誌
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
参
考
　
地
方
議
会
運
営
辞
典
】


